
 第136回 GIST セミナー 

新規市場創出者に対する規制関与の代替的選択肢に関する考察 

：プッシュかプルか 

 

講演者: 

Ishtiaq Pasha MAHMOOD 

Professor, NUS Business School, National University of Singapore 

  

 

◆ 日時:    2025年(令和7年) 7月10日(木)  18時30分-19時45分¥¥¥¥¥¥                                    

◆ 場所:  政策研究大学院大学 ４階, 研究会室 ４B （対面／オンライン開催） 

  東京都港区六本木 7-22-1 

  https://www.grips.ac.jp/jp/about/access 

◆ 主催者: 政策研究大学院大学 科学技術イノベーション政策プログラム(GIST) 

◆ 言語: 英語(通訳なし) 

◆ 概要: 

ライドシェアリングやピア・ツー・ピア融資から、暗号通貨、ゲノム編集、自動運転車、生成AIに至る

まで、新興市場を創出するイノベーションは正式な規制が形成されるスピードをしのぐという特徴を

持つ。これまでの研究は既存企業が、既存の規制当局や規制と最も有利に関係を持ちうることに

対して重要な見解を提供してきたが、他方で、市場が形成されていない新興市場における市場創

出者たちが、まだ適用不可能な、あるいは存在さえしない規制に向き合い、規制の正当性を求めて

いることについてはあまり知られていない。当研究では、特にルールが設定されていないがゆえに

ある「裁量の余地」において、市場創出者に対して、「プッシュ戦略（規制当局への直接的関与）」と

「プル戦略（顧客支持者を介して、規制当局との間接的関与）」という二つの規制関与のオプション

を識別・比較・対比する理論的枠組みを展開する。両戦略の相対的な利点やトレードオフを検討し、

特にこれら2つの戦略の間に存在し得る代替的（すなわち、相補的、中立的、競合的）相互依存関

https://www.grips.ac.jp/jp/about/access


係の重要性に焦点を当てる。さらに、規制関与のダイナミクスという概念を導入し、市場創出者が

時間の経過とともに、プッシュ戦略とプル戦略をどのように、そしてなぜ使い分けるのかという問い

に応えるため、理論モデルを拡張する。 

◆ モデレーター 

飯塚倫子 政策研究大学院大学教授 

◆ 備考 

・本セミナーは対面／オンラインのハイブリッド形式で行います。 

・対面参加をご希望の場合、席に限りがあるため、先着20名様までとなります。 

  20名を超えた場合は、オンライン参加をお願いする場合もございます。 

    ・ZoomのURLは、前日までにメールでお知らせします。 

◆ 申し込み 

次の登録フォームから7月8日（火）17時までにお申し込みください 

    https://forms.gle/bc3cJhgSt3nFRUX69 

 

登録フォームが開けない場合は、GIST 事務局( gist-ml@grips.ac.jp)に登録メールをお送り

ください。登録メールには、 1) 氏名 2)所属 3)肩書 4)電子メールアドレスを記載願いま

す。 

https://forms.gle/bc3cJhgSt3nFRUX69

